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歴
史
学
研
究
の
方
法
論
に
お
い
て
史
料
が
欠
く
こ
と
の
出
来
な
い
必
要
条
件
で
あ
る
の
は
、
誰
し
も
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
殊
に
編
纂
事
業
で
は
、
必
要
が
あ
れ
ば
原
本
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
複
写
史
料
で
あ
ろ
う
と
も
そ
れ
自
体
が
持
つ
内
容
上
の
情
報
的
価
値
が
同
等
で
あ
れ
ば
、
可
能
な
か
ぎ
り
収
集
し
利
用
し
よ
う
と
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
こ
う
し
た
あ
る
目
的
を
持
っ
て
生
み
出
さ
れ
て
来
た
の
が
写
本
で
あ
る
。
日
本
文
化
を
書
誌
学
的
な
視
点
か
ら
透
視
す
れ
ば
、
先
人
の
努
力
に
よ
り
生
み
出
さ
れ
て
き
た
写
本
に
よ
っ
て
古
典
籍
や
古
文
書
の
体
系
が
支
え
ら
れ
て
お
り
、
ひ
い
て
は
歴
史
学
自
体
が
成
り
立
っ
て
き
た
こ
と
は
自
明
の
理
と
言
え
る
。
し
か
し
本
稿
は
写
本
の
技
術
的
・
形
態
的
な
視
点
か
ら
再
考
を
試
近
代
の
編
纂
事
業
と
写
本
（
岩
壁
）
近
代
の
編
纂
事
業
と
写
本
は
じ
め
に
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
こ
で
は
『
岩
倉
公
実
記
』
の
編
纂
史
料
で
あ
り
、
膨
大
な
写
本
よ
り
成
る
『
岩
倉
具
視
関
係
資
料
』
（
財
団
法
人
岩
倉
公
旧
蹟
保
存
会
所
蔵
）
が
歴
史
資
料
と
し
て
重
要
文
化
財
の
指
定
を
受
け
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
写
本
の
も
つ
情
報
媒
体
と
し
て
の
性
格
に
注
目
し
た
い
。
具
体
的
に
は
、
近
代
に
お
け
る
国
家
的
な
編
纂
事
業
で
あ
っ
た
『
明
治
天
皇
紀
』
（
以
下
、
『
天
皇
紀
』
）
の
編
纂
過
程
で
、
編
纂
史
料
の
一
部
と
し
て
作
成
さ
れ
た
臨
時
帝
室
編
修
局
収
集
本
（
通
常
は
「
臨
帝
本
」
と
略
称
）
を
例
と
し
て
、
「
歴
史
研
究
と
文
化
財
」
と
い
う
視
点
か
ら
、
近
代
の
写
本
の
も
つ
文
化
財
と
し
て
の
意
味
と
、
写
本
を
取
り
巻
く
今
日
的
問
題
点
に
つ
い
て
極
め
て
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
で
考
え
て
み
た
い
。
岩
壁
義
光
五
九
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『天皇紀』の編纂は、大正三年一一一月一日宮内省に臨時
編
修
局
（
大
正
五
年
二
月
臨
時
帝
室
編
修
局
と
改
称
）
が
設
置
さ
（１）
れ
た
こ
と
に
始
ま
る
。
土
方
久
一
兀
総
裁
の
も
と
で
翌
四
年
に
定
め
ら
れ
た
「
編
修
要
綱
」
で
は
、
こ
の
『
天
皇
紀
』
を
「
明
治
天
皇
実
録
」
と
呼
び
、
そ
の
性
格
を
「
明
治
天
皇
ノ
御
聖
徳
御
聖
蹟
ヲ
主
ト
シ
テ
編
纂
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
国
史
ノ
編
纂
ト
ハ
其
主
旨
ヲ
異
一
一
ス
ル
モ
ノ
」
と
位
置
づ
け
、
完
成
期
間
を
五
カ
年
間
と
し
た
。
こ
の
位
置
づ
け
は
、
明
治
二
四
年
に
開
始
さ
れ
同
三
九
年
に
完
成
し
た
『
孝
明
天
皇
紀
』
と
軌
を
一
に
す
る
と
言
え
る
。
こ
の
要
綱
に
従
い
史
料
の
収
集
は
各
官
公
衙
・
学
校
・
図
書
館
お
よ
び
諸
家
に
協
力
を
求
め
る
一
方
、
極
め
て
短
期
間
に
お
け
る
編
修
か
ら
か
明
治
四
年
以
前
の
史
料
に
つ
い
て
は
文
部
省
の
所
管
で
あ
っ
た
「
維
新
史
料
編
纂
会
一
一
於
テ
蒐
集
」
し
た
史
料
を
「
借
覧
」
す
る
と
い
っ
た
変
則
的
な
方
法
が
採
用
さ
れ
た
。
し
か
し
こ
の
史
料
借
覧
は
、
結
果
と
し
て
は
思
わ
ぬ
方
向
に
『
天
皇
紀
』
編
纂
事
業
を
進
め
た
。
借
覧
に
関
し
て
大
正
四
年
七
月
一
日
に
取
り
決
め
た
「
維
新
史
料
編
纂
会
卜
協
定
事
項
」
に
よ
れ
ば
、
編
纂
会
と
編
修
局
と
の
連
絡
を
密
に
し
て
事
業
の
進
捗
を
は
か
る
た
め
に
臨
時
編
修
局
副
総
裁
に
は
維
新
史
料
編
纂
会
副
総
裁
を
充
て
る
と
法
政
史
学
第
五
十
八
号
明
治
天
皇
紀
編
纂
と
史
料
収
集
し
、
更
に
年
末
に
取
り
交
わ
さ
れ
た
「
覚
」
で
双
方
に
ま
た
が
る
相
互
嘱
託
員
を
置
く
と
共
に
、
「
本
局
（
著
者
註
函
臨
時
編
修
局
）
一
一
於
テ
ハ
維
新
史
料
編
纂
事
務
局
ヨ
リ
史
料
ヲ
借
覧
ス
ル
ト
同
時
二
本
局
二
於
テ
蒐
集
ス
ル
所
ノ
資
料
ヲ
同
局
二
貸
与
シ
テ
閲
覧
セ
シ
メ
交
互
所
得
ヲ
交
換
シ
テ
編
修
上
各
便
益
ヲ
得
ル
コ
ト
」
と
し
た
の
で
あ
る
。
七
月
七
日
編
修
局
副
総
裁
と
な
っ
た
編
纂
会
副
総
裁
金
子
堅
太
郎
は
、
今
後
の
編
修
方
針
に
つ
い
て
「
天
皇
ハ
国
ヲ
以
テ
家
卜
為
シ
給
フ
カ
故
二
明
治
天
皇
紀
ハ
天
皇
ノ
御
言
行
ヲ
記
述
ス
ル
御
伝
記
タ
ル
ト
同
時
二
天
皇
ノ
御
治
世
中
二
起
り
ダ
ル
重
要
ノ
事
件
及
国
勢
ノ
隆
替
ヲ
録
ス
ル
国
史
タ
ラ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
」
と
土
方
総
裁
に
建
議
。
こ
の
主
張
は
維
新
史
料
編
纂
会
副
総
裁
と
し
て
国
史
編
纂
の
一
翼
を
担
っ
た
と
い
う
彼
の
自
負
に
拠
る
と
も
解
せ
る
が
、
同
時
に
近
世
か
ら
近
代
へ
と
大
き
く
変
貌
し
た
明
治
と
い
う
時
代
、
そ
し
て
自
ら
も
政
治
家
の
ひ
と
り
と
し
て
深
く
関
わ
っ
た
明
治
国
家
を
、
天
皇
を
中
心
軸
に
据
え
た
世
界
観
の
な
か
で
編
修
さ
れ
る
『
天
皇
紀
』
に
書
き
残
し
た
い
と
い
う
願
望
が
そ
こ
に
強
く
働
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
も
想
像
に
難
く
な
い
。
こ
う
し
た
編
修
方
針
変
更
希
望
は
、
翌
五
年
三
月
に
御
用
掛
と
な
っ
た
藤
波
言
忠
の
提
出
し
た
建
白
に
も
窺
え
る
。
大
正
七
年
八
月
に
発
せ
ら
れ
た
「
御
紀
編
修
二
関
ス
ル
綱
領
」
で
は
編
年
綱
目
体
の
資
料
採
録
仮
稿
本
を
作
製
し
こ
れ
を
根
拠
と
し
て
『
天
皇
紀
』
を
編
修
す
る
こ
と
、
編
修
年
限
を
向
こ
う
約
一
○
ヵ
年
六
○
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と
改
め
編
修
期
間
を
延
長
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
ま
た
「
編
纂
規
程
」
お
よ
び
「
御
紀
資
料
採
集
規
程
」
を
定
め
る
と
共
に
史
料
収
集
の
円
滑
を
期
し
資
料
採
集
主
任
に
は
藤
波
御
用
掛
が
就
い
た
。
こ
こ
で
い
う
仮
稿
本
の
作
製
と
は
、
史
料
所
蔵
先
か
ら
史
料
原
本
を
借
用
し
、
重
要
な
史
料
に
つ
い
て
は
転
写
し
て
副
本
を
作
り
、
そ
の
副
本
か
ら
編
修
に
必
要
と
思
わ
れ
る
部
分
を
抽
出
し
筆
写
し
て
抜
き
取
り
、
こ
れ
ら
を
編
年
体
に
編
纂
し
た
い
わ
ば
『
天
皇
紀
』
編
修
の
た
め
の
史
料
集
を
作
製
す
る
と
の
意
味
で
あ
る
。
ま
た
仮
稿
本
に
採
録
さ
れ
る
史
料
に
つ
い
て
、
「
範
囲
ハ
御
行
実
竝
御
聖
徳
御
偉
業
一
一
関
ス
ル
モ
ノ
ヲ
主
ト
シ
テ
政
治
上
社
会
上
百
般
ノ
事
件
一
一
シ
テ
御
聖
徳
御
偉
業
ヲ
記
述
ス
ル
ー
ー
必
要
ナ
ル
モ
ノ
ハ
之
ヲ
採
録
」
す
べ
き
こ
と
が
掲
げ
ら
れ
た
。
明
治
天
皇
の
伝
記
記
事
を
中
心
と
す
る
と
い
う
従
来
の
編
修
方
針
に
変
更
は
な
い
も
の
の
、
伝
記
事
項
に
関
連
す
る
「
政
治
上
社
会
上
百
般
ノ
事
件
」
も
編
修
事
項
に
加
え
ら
れ
た
た
め
に
、
こ
れ
に
関
わ
る
史
料
も
収
集
の
対
象
に
加
わ
っ
た
。
『
天
皇
紀
』
は
同
時
に
国
史
で
も
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
金
子
の
意
見
が
一
部
盛
り
込
ま
れ
た
と
見
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
こ
の
綱
領
は
一
○
月
に
は
宮
内
大
臣
の
承
認
を
得
て
実
行
に
移
さ
れ
た
。
さ
ら
に
編
修
方
針
に
決
定
的
な
変
更
が
加
え
ら
れ
る
。
『
天
皇
紀
』
本
文
の
執
筆
に
入
る
大
正
九
年
、
土
方
総
裁
死
去
を
受
け
総
裁
と
な
っ
て
い
た
田
中
光
顕
が
そ
の
席
を
去
る
と
、
総
裁
の
職
務
を
実
質
近
代
の
編
纂
事
業
と
写
本
（
岩
壁
）
的
に
代
行
し
て
い
た
金
子
は
藤
波
と
共
に
有
識
者
の
意
見
を
徴
し
、
ま
た
山
県
有
朋
・
松
方
正
義
・
西
園
寺
公
望
の
三
顧
間
と
も
協
議
し
て
、
五
月
十
五
日
編
修
方
針
の
変
更
を
明
記
し
た
奏
上
文
と
共
に
一
一
箇
条
か
ら
成
る
「
明
治
天
皇
紀
編
修
綱
領
」
を
大
正
天
皇
に
提
出
し
て
そ
の
裁
可
を
得
た
。
こ
の
綱
領
で
、
『
天
皇
紀
』
は
「
天
皇
ノ
言
行
ヲ
記
ス
ル
伝
記
」
で
あ
る
と
共
に
「
天
皇
ノ
治
世
中
二
起
り
ダ
ル
大
小
ノ
事
変
国
勢
ノ
隆
替
ヲ
録
ス
ル
国
史
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
記
し
て
、
金
子
の
宿
願
を
綱
領
の
な
か
に
明
文
化
し
た
の
で
あ
る
。
人
事
面
で
も
翌
一
○
年
に
は
編
修
局
設
置
以
来
編
修
官
長
（
当
初
の
役
職
名
は
編
修
長
）
を
勤
め
て
き
た
股
野
琢
が
更
迭
さ
れ
後
任
に
は
竹
越
与
三
郎
が
就
任
し
、
｜
｜
年
に
は
空
席
で
あ
っ
た
総
裁
に
金
子
が
、
副
総
裁
に
は
藤
波
が
就
い
て
新
た
な
体
制
が
固
ま
っ
た
。
編
修
体
制
の
整
備
が
進
む
な
か
、
一
二
年
に
は
『
年
表
』
と
『
要
目
』
も
完
成
し
、
「
資
料
蒐
集
ノ
範
囲
及
採
録
事
項
ノ
種
目
」
が
明
確にされた。
こ
の
よ
う
な
編
修
を
取
り
巻
く
諸
般
の
変
化
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
仮
稿
本
に
採
録
す
る
た
め
に
よ
り
多
く
の
史
料
の
収
集
を
必
然
化
さ
せ
た
。
当
時
の
史
料
収
集
の
状
況
に
つ
い
て
『
明
治
天
皇
紀
編
纂
事
業
経
過
概
略
』
は
「
カ
ヲ
資
料
ノ
採
集
ニ
嶋
シ
或
ハ
局
員
ヲ
各
地
一
一
派
遣
シ
広
ク
諸
方
面
ノ
蔵
書
家
及
故
老
等
二
就
キ
テ
逸
書
ヲ
捜
リ
遺
事
ヲ
訪
上
或
ハ
実
歴
者
ヲ
本
局
二
招
致
シ
又
ハ
其
家
二
就
キ
テ
一ハ一
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実
歴
談
ヲ
聴
取
シ
或
ハ
欧
米
人
ノ
著
書
等
ヲ
渉
猟
ス
ル
等
苛
モ
資
料
一
一
供
シ
又
ハ
参
考
二
資
ス
ベ
キ
モ
ノ
ハ
秀
捜
博
採
シ
テ
遺
ス
コ
ト
ナ
カ
ラ
ン
コ
ト
ヲ
努
メ
タ
リ
」
と
伝
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
史
料
の
調
査
収
集
は
人
員
不
足
等
か
ら
難
航
し
仮
稿
本
作
製
は
遅
れ
た
。
大
正
一
五
年
編
修
官
長
が
竹
越
与
三
郎
か
ら
三
上
参
次
へ
と
更
迭
さ
れ
る
の
を
機
に
、
金
子
は
六
か
条
の
新
方
針
を
示
し
て
、
執
筆
に
時
間
を
費
や
す
記
事
本
末
体
の
採
用
に
再
考
を
求
め
、
「
記
述
ノ
範
囲
ヲ
縮
小
シ
背
景
的
叙
述
ヲ
簡
略
ニ
シ
テ
天
皇
ノ
御
言
動
御
意
志
ヲ
表
明
ス
ヘ
キ
記
述
ノ
充
実
ニ
努
メ
」
可
能
な
限
り
速
や
か
な
る
『
天
皇
紀
』
の
完
成
を
指
示
し
た
。
し
か
し
注
目
す
べ
き
は
、
こ
の
新
方
針
で
も
史
料
収
集
に
つ
い
て
は
「
大
ニ
カ
ヲ
資
料
蒐
集
一
一
用
フ
ル
ノ
要
ア
ル
ヲ
以
テ
各
部
二
於
テ
所
属
編
修
官
補
中
ヨ
リ
各
一
人
ヲ
択
ヒ
テ
其
事
ヲ
担
任
」
さ
せ
る
こ
と
を
指
示
す
る
と
共
に
、
必
要
な
ら
ば
こ
れ
ら
担
任
者
と
は
別
に
一
名
の
統
括
者
を
置
く
こ
と
も
認
め
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
経
費
と
人
員
不
足
の
な
か
で
も
史
料
を
最
重
視
し
て
編
修
を
遂
行
し
よ
う
と
す
る
編
纂
姿
勢
が
よ
く
現
れ
て
い
る
一
文
で
あ
る
。
こ
う
し
て
昭
和
八
年
九
月
三
○
日
『
天
皇
紀
』
一
一
六
○
巻
は
完
成
に
至
っ
た
。
二
臨
時
帝
室
編
修
局
蒐
集
本
（
臨
帝
本
）
「
天
皇
紀
』
編
纂
に
関
わ
る
史
料
の
調
査
・
収
集
方
法
を
定
め
た
法
政
史
学
第
五
十
八
号
の
が
大
正
七
年
に
出
さ
れ
た
「
御
紀
資
料
採
集
規
程
」
で
あ
る
。
全
八
条
か
ら
成
る
こ
の
規
程
に
よ
れ
ば
、
編
修
官
が
編
修
材
料
と
な
る
仮
稿
本
に
収
録
す
る
必
要
の
あ
る
史
料
の
要
項
を
編
修
官
長
に
提
出
し
（
第
二
条
）
、
編
修
官
長
は
こ
れ
ら
を
資
料
採
集
主
任
へ
移
牒
（
第
三
条
）
。
資
料
採
集
主
任
は
編
修
官
の
求
め
る
史
料
の
所
在
を
調
査
し
（
第
四
条
）
、
資
料
採
集
係
一
名
を
補
助
と
し
て
必
要
資
料
の
採
集
に
当
た
り
こ
れ
を
編
修
官
に
戻
す
（
第
五
条
）
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
史
料
収
集
の
必
要
か
ら
生
じ
る
史
料
借
用
に
つ
い
て
は
「
借
用
期
間
内
一
一
採
録
ヲ
了
ス
ヘ
シ
」
（
第
八
条
）
と
定
め
て
い
る
が
、
重
要
史
料
に
つ
い
て
は
副
本
を
作
製
し
、
史
料
原
本
返
却
後
こ
れ
を
用
い
て
仮
稿
本
作
製
資
料
と
し
て
い
る
。
し
か
し
編
修
も
最
終
段
階
に
な
る
と
本
文
の
執
筆
が
最
優
先
さ
れ
、
仮
稿
本
の
作
製
は
簡
略
化
さ
れ
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
調
査
・
収
集
の
対
象
と
な
っ
た
の
は
①
「
宮
内
省
及
各
官
庁
」
、
②
「
官
公
私
立
図
書
館
及博物館」、③「神社及寺院」、④「華族諸家」、⑤「関係
諸
家
」
、
⑥
「
資
料
所
蔵
家
」
（
第
一
条
）
で
あ
る
が
、
こ
の
ほ
か
に
も
「
史
蹟
ノ
調
査
」
（
第
四
条
）
を
実
施
し
、
さ
ら
に
先
述
し
た
よ
う
に
必
要
に
応
じ
て
談
話
聴
取
を
行
い
筆
記
に
よ
り
史
料
を
作
製
す
る
こ
と
も
史
料
収
集
の
一
方
法
と
し
て
採
用
さ
れ
て
い
る
（
第
六
（２）条）。また
仮
稿
本
の
作
製
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
採
集
規
程
と
共
に
定
一ハーー
Hosei University Repository
め
ら
れ
た
「
編
纂
規
程
」
に
よ
る
と
、
編
修
官
が
編
修
官
補
の
補
助
を
受
け
、
出
来
上
が
っ
た
副
本
や
収
集
し
た
史
料
を
閲
読
し
必
要
な
箇
所
に
付
菱
を
施
し
（
第
一
条
）
、
筆
生
監
督
に
こ
れ
を
交
付
（
第
一一一条）。これを受けた筆生は所定用紙に指示された該当箇
所
を
謄
写
し
、
編
修
官
補
は
こ
れ
を
校
正
し
て
編
修
官
に
戻
し
（
第
四
条
）
仮
稿
本
に
収
め
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
で
あ
っ
た
。
現
在
で
も
、
臨
帝
本
に
は
こ
の
作
業
の
形
跡
が
色
濃
く
残
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
仮
稿
本
作
製
作
業
に
は
大
変
な
労
力
と
時
間
を
要
し
編
修
が
遅
滞
し
た
こ
と
か
ら
、
大
正
一
三
年
四
月
か
ら
は
編
修
官
は
編
修
官
補
と
共
に
担
当
年
間
の
重
要
事
項
に
つ
い
て
必
要
な
史
料
の
収
集
に
努
め
、
判
明
し
た
事
実
を
編
年
体
で
記
述
し
て
編
修
官
長
に
提
出
。
編
修
官
長
は
こ
れ
を
基
礎
に
添
削
加
筆
し
て
『
天
皇
紀
』
を
編
修
す
る
ことに変更された。
臨
帝
本
は
こ
う
し
た
副
本
や
独
自
に
作
製
し
た
史
料
の
総
体
で
あ
り
、
現
在
に
受
け
継
が
れ
公
開
さ
れ
て
い
る
数
は
件
数
に
し
て
約
一
四○○件、冊数にして一一一一一一○○冊を上回っている。ここで
記
す
一
件
と
は
た
と
え
ば
『
井
上
伯
爵
家
文
書
』
全
体
を
意
味
し
、
冊
数
に
し
て
一
三
冊
で
あ
り
、
｜
冊
に
は
諸
書
類
や
書
翰
が
複
数
含
ま
れ
る
の
で
、
単
純
に
そ
の
収
録
量
を
数
と
し
て
表
す
こ
と
は
出
来
ず
、
極
め
て
多
種
で
多
様
な
文
書
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
臨
帝
本
の
全
容
に
つ
い
て
は
別
に
譲
り
そ
の
特
徴
を
述
べ
る
近
代
の
編
纂
事
業
と
写
本
（
岩
壁
）
と
、
体
裁
は
図
書
寮
で
画
一
化
さ
れ
た
表
装
が
施
さ
れ
た
和
綴
本
で
あ
り
、
そ
の
一
点
一
点
に
は
来
歴
を
示
す
情
報
が
標
準
化
さ
れ
た
書
式
に
よ
り
記
さ
れ
、
副
本
の
性
格
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
管
見
に
よ
れ
ば
こ
う
し
た
事
例
は
決
し
て
多
く
は
な
い
。
例
え
ば
臨
帝
本
の
中
心
を
成
す
「
関
係
諸
家
」
か
ら
の
転
写
副
本
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
花
房
子
爵
家
文
書
』
一
（
整
理
番
号
明
七
六
一
）
の
表
紙
裏
面
に
は
、
原
本
所
蔵
者
を
示
す
「
台
本
出
処
」
の
欄
に
「
子
爵
花
房
太
郎
」
と
記
さ
れ
、
以
下
「
採
集
人
名
編
修
官
本
居
清
造
」
「
採
集
年
月
大
正
一
二
年
二
月
」
「
校
正
筆
生
有
田
利
雄
」
「
謄
写
人
名
筆
生
福
田
熊
五
郎
」
と
続
く
。
借
用
・
転
写
に
関
す
る
更
な
る
情
報
は
各
年
度
毎
に
編
纂
さ
れ
た
臨
時
帝
室
編
修
局
編
『
明
治
天
皇
紀
編
修
録
』
全
三
九
冊
に
よ
り
詳
ら
か
で
あ
る
。
筆
写
方
法
は
墨
書
が
中
心
で
あ
る
が
和
文
タ
イ
プ
に
よ
る
謄
写
本
も
少
な
く
な
い
。
基
本
的
に
転
写
に
よ
る
写
本
で
は
あ
る
が
、
伊
藤
博
文
の
「
秘
書
類
纂
』
（
明
七
七
八
）
に
散
見
さ
れ
る
閣
議
書
類
な
ど
に
は
、
「
鑑
」
を
影
写
し
た
か
の
如
く
花
押
や
捺
印
も
写
し
取
っ
て
い
る
。
ま
た
、
原
本
に
朱
書
き
が
あ
る
場
合
に
は
、
基
本
的
に
同
じ
く
朱
書
き
で
転
写
さ
れ
原
本
の
体
裁
を
可
能
な
限
り
写
本
に
落
と
し
込
ん
だ
形
跡
が
窺
え
る
。
転
写
の
形
式
は
、
全
文
転
写
も
あ
り
部
分
転
写
も
あ
る
が
、
全
文
転
写
の
例
で
も
年
次
が
複
数
年
に
わ
た
る
場
合
に
は
関
係
年
次
の
み
を
対
象
と
し
て
い
る
。
臨
帝
本
「
徳
大
寺
実
則
日
記
」
全
一
○
冊
一ハ一一一
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（明六六九）は明治一八年三月から大正一一一年五月までの全
文
副
本
で
あ
る
が
、
後
年
書
陵
部
の
所
蔵
と
な
っ
た
同
日
記
原
本
と
比
較
し
て
み
る
と
、
原
本
は
嘉
永
四
年
か
ら
大
正
八
年
ま
で
で
あ
（３）り、
維
新
史
料
編
纂
会
か
ら
史
料
の
借
覧
が
決
め
ら
れ
て
い
た
明
治
四
年
ま
で
の
時
期
は
対
象
か
ら
外
さ
れ
、
ま
た
明
治
天
皇
崩
御
に
よ
り
侍
従
長
を
辞
し
た
後
の
時
期
も
対
象
か
ら
除
か
れ
て
い
る
。
最
後
に
臨
帝
本
が
持
っ
た
特
異
な
例
と
し
て
『
山
田
伯
爵
家
文
（４）
聿日』一一一一冊について触れておきたい。周知のように山田顕
義
は
若
年
時
に
は
軍
人
と
し
て
、
後
年
に
は
内
務
卿
・
司
法
卿
・
司
法
相
と
し
て
知
ら
れ
た
政
治
家
で
あ
る
。
臨
時
帝
室
編
修
局
で
は
、
大
正
一
四
年
当
主
山
田
英
夫
氏
よ
り
山
田
顕
義
関
係
文
書
を
借
用
し
写
本
を
作
成
し
た
。
こ
れ
が
『
山
田
伯
爵
家
文
書
』
で
あ
る
。
原
本
は
昭
和
二
年
に
山
田
家
へ
返
却
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
昭
和
二
○
年
麻
布
穿
町
の
邸
宅
が
空
襲
で
罹
災
し
，
以
後
同
文
書
原
本
の
所
在
は
不
明
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
臨
帝
本
に
よ
り
現
在
で
も
完
全
に
近
い
か
た
ち
で
全
体
像
を
知
る
こ
と
が
出
来
、
こ
の
中
に
は
戦
災
で
外
務
省
所
蔵
の
原
本
が
焼
失
し
た
「
条
約
子
会
議
会
議
録
」
も
含
ま
れ
、
条
約
改
正
予
会
議
の
内
容
を
今
に
伝
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
事
実
か
ら
も
、
改
め
て
臨
帝
本
が
史
料
的
価
値
の
高
い
写
本
を
中
心
と
す
る
史
料
群
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
『
天
皇
紀
』
は
、
元
首
た
る
天
皇
の
伝
記
と
国
史
と
の
両
面
を
兼
法
政
史
学
第
五
十
八
号
平
成
一
三
年
四
月
一
日
「
行
政
機
関
の
保
有
す
る
情
報
の
公
開
に
（５）
関
す
る
法
律
」
、
い
わ
ゆ
る
「
情
報
公
開
法
」
が
施
行
さ
れ
た
。
同
法
第
二
条
に
よ
れ
ば
行
政
文
書
と
は
「
行
政
機
関
の
職
員
が
職
務
上
作
成
し
、
又
は
取
得
し
た
文
書
、
図
画
及
び
電
磁
的
記
録
（
中
略
）
で
あ
っ
て
、
当
該
行
政
機
関
の
職
員
が
組
織
的
に
用
い
る
も
の
と
し
て
、
当
該
行
政
機
関
が
保
有
し
て
い
る
も
の
」
を
指
し
て
い
る
。
さ
ら
に
行
政
文
書
が
そ
の
役
割
を
終
え
る
と
廃
棄
さ
れ
る
か
、
歴
史
資
料
と
し
て
特
別
の
管
理
が
公
文
書
館
そ
の
他
の
機
関
に
お
い
て
な
さ
ね
備
え
る
と
い
う
編
纂
方
針
に
よ
り
極
め
て
高
い
完
成
度
を
持
っ
て
昭
和
初
期
に
編
纂
を
終
え
た
。
そ
の
意
味
で
は
大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
お
け
る
歴
史
学
の
特
筆
す
べ
き
成
果
と
し
て
日
本
史
学
史
上
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
と
言
え
よ
う
。
今
日
我
々
は
こ
れ
を
臨
帝
本
と
併
せ
見
る
こ
と
で
、
如
何
な
る
史
料
が
編
纂
材
料
と
し
て
採
用
さ
れ
、
そ
れ
が
明
治
天
皇
や
明
治
時
代
の
叙
述
に
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
た
の
か
を
検
証
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
臨
帝
本
の
全
容
は
昭
和
二
五
年
か
ら
三
度
に
わ
た
り
編
集
公
刊
さ
れ
た
宮
内
庁
書
陵
部
編
『
和
漢
図
書
分
類
目
録
』
上
・
下
お
よ
び
増
加
一
と
、
毎
年
刊
行
さ
れ
る
『
書
陵
部
紀
要
』
の
彙
報
に
よ
り
明
ら
か
に
さ
れ
て
、
近
代
史
研
究
の
諸
氏
に
提
供
さ
れ
て
い
る
。
一一一結びにかえて
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れ
る
こ
と
を
義
務
づ
け
た
。
対
象
と
な
る
行
政
機
関
に
は
原
則
的
に
例
外
は
な
い
。
従
っ
て
現
在
「
天
皇
紀
」
の
編
纂
が
行
わ
れ
て
い
る
。
○
○
○
○
Ｃ
ｏ
ｏ
Ｃ
Ｏ
と
す
れ
ば
、
収
集
し
た
史
料
原
本
も
臨
帝
本
も
紛
れ
も
な
く
行
政
文
書
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
が
所
蔵
し
て
い
る
同
種
の
史
料
は
行
政
文
書
で
は
な
い
。
国
会
図
書
館
は
立
法
機
関
に
属
す
る
か
ら
、
こ
の
法
律
は
適
用
さ
れ
な
い
。
今
、
同
図
書
館
か
ら
編
修
局
が
編
纂
史
料
と
し
て
複
写
物
を
収
集
す
れ
ば
組
織
と
し
て
共
有
し
利
用
す
る
行
政
文
書
と
化
す
る
。
内
容
的
に
は
同
じ
で
あ
っ
て
も
、
片
方
に
は
長
年
培
っ
て
き
た
所
蔵
者
の
承
認
を
得
て
史
料
を
利
用
す
る
利
用
慣
行
が
存
在
し
、
｜
方
は
行
政
文
書
と
し
て
開
示
請
求
に
よ
り
第
三
者
が
入
手
す
れ
ば
利
用
上
の
制
限
は
全
く
な
く
、
何
に
使
お
う
と
自
由
な
の
で
あ
る
。
公
開
に
関
す
る
所
蔵
者
の
意
思
が
明
記
さ
れ
た
契
約
書
が
な
い
限
り
、
思
わ
ぬ
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
、
編
纂
事
業
の
信
頼
は
失
墜
す
る
危
機
に
見
舞
わ
れ
る
。
そ
の
意
味
で
こ
の
法
律
が
文
書
館
や
博
物
館
の
活
動
に
及
ぼ
す
影
響
は
少
な
くはない。
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
編
纂
を
終
え
た
臨
帝
本
を
歴
史
資
料
と
し
て
公
開
す
る
段
に
な
る
と
ま
た
壁
に
ぶ
つ
か
る
こ
と
に
な
る
。
平
成
一
二
年
政
令
第
四
一
号
と
し
て
施
行
さ
れ
た
「
行
政
機
関
の
保
有
す
る
情
報
の
公
開
に
関
す
る
法
律
施
行
令
」
第
三
条
は
、
歴
史
的
も
し
く
は
文
化
的
な
資
料
ま
た
は
学
術
的
な
資
料
で
あ
っ
て
も
、
情
報
公
近
代
の
編
纂
事
業
と
写
本
（
岩
壁
）
開
法
第
五
条
に
従
っ
て
そ
の
公
開
を
制
限
す
る
こ
と
を
定
め
て
い
る
。
こ
の
第
五
条
の
転
用
は
、
結
果
と
し
て
行
政
文
書
と
歴
史
資
料
と
を
等
質
視
す
る
解
釈
を
生
み
出
す
。
こ
れ
に
よ
り
個
人
を
識
別
出
来
る
情
報
、
公
に
す
る
慣
行
に
な
い
情
報
は
歴
史
資
料
で
あ
っ
て
も
公
開
が
法
的
に
禁
じ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
古
文
書
な
ど
の
史
料
と
現
役
を
離
れ
た
行
政
文
書
は
同
じ
と
も
読
め
る
施
行
令
に
問
題
が
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
が
、
果
た
し
て
史
料
批
判
に
耐
え
る
個
人
識
別
情
報
を
含
ま
な
い
歴
史
資
料
と
い
う
も
の
が
あ
る
の
か
、
公
に
さ
れ
る
慣
行
に
あ
る
官
報
や
新
聞
に
歴
史
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
解
き
明
か
す
キ
ー
が
ど
れ
ほ
ど
あ
る
の
か
理
解
に
苦
し
む
と
こ
ろ
で
あ
る
。
元
来
、
主
権
が
真
に
国
民
に
属
す
る
な
ら
、
為
政
者
や
行
政
は
主
権
者
に
対
す
る
説
明
責
任
を
常
に
負
う
筈
で
あ
る
。
も
し
そ
れ
が
な
さ
れ
ぬ
ま
ま
時
が
経
た
な
ら
ば
、
そ
の
説
明
は
歴
史
家
に
委
ね
ら
れ
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
そ
の
結
果
生
じ
る
で
あ
ろ
う
多
様
な
議
論
の
中
か
ら
真
実
の
探
求
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
意
味
か
ら
も
、
公
的
機
関
が
保
有
す
る
史
料
や
歴
史
資
料
は
、
そ
の
性
格
に
よ
り
一
定
期
間
非
公
開
と
さ
れ
て
も
原
則
公
開
と
す
る
必
要
が
あ
り
、
今
や
そ
れ
を
目
的
と
す
る
独
立
し
た
法
律
の
整
備
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
情
報
公
開
法
が
施
行
さ
れ
、
厳
格
に
こ
の
法
律
が
遵
守
さ
れ
れ
ば
情
報
が
見
え
な
く
な
る
。
何
と
も
パ
ラ
ド
キ
シ
カ
ル
な
構
造
で
あ
る
。
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史
料
や
歴
史
資
料
を
含
む
広
く
文
化
財
は
、
本
来
重
層
的
な
価
値
を
持
つ
と
考
え
る
。
つ
ま
り
そ
れ
自
体
が
固
有
な
内
容
と
し
て
備
え
て
い
る
内
在
的
な
価
値
と
、
後
に
人
為
的
な
行
為
に
よ
り
加
え
ら
れ
た
付
加
的
な
価
値
で
あ
る
。
こ
の
両
者
に
優
劣
は
な
い
が
、
後
者
は
政
治
的
色
彩
を
帯
び
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
か
っ
て
中
国
遼
寧
省
博
物
館
を
調
査
で
訪
れ
た
時
の
こ
と
で
あ
る
。
調
査
も
終
盤
を
迎
え
た
あ
る
日
、
中
国
の
研
究
員
か
ら
近
代
史
を
専
門
と
す
る
私
に
展
示
を
紹
介
し
た
い
と
の
お
誘
い
が
あ
っ
た
。
当
然
快
く
お
受
け
し
た
の
だ
が
、
説
明
は
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
石
像
仏
や
古
典
籍
な
ど
の
展
示
物
の
説
明
の
最
後
に
、
必
ず
「
こ
れ
は
日
本
軍
○
○
大
佐
が
△
△
地
域
か
ら
持
ち
込
ん
だ
も
の
」
「
こ
ち
ら
は
△
△
少
佐
が
…
…
」
と
の
来
歴
を
付
け
加
え
た
の
で
あ
る
。
こ
の
時
、
彼
ら
に
と
っ
て
輝
か
し
い
過
去
の
歴
史
を
刻
ん
だ
貴
重
な
文
化
財
は
、
｜
方
で
中
国
各
地
を
転
戦
し
た
日
本
軍
に
よ
る
侵
略
の
歴
史
を
刻み込んだ歴史資料でもあったことを再認識させられた。
多
様
で
重
層
的
な
価
値
を
本
質
的
に
持
つ
史
料
や
歴
史
資
料
を
、
現
代
の
価
値
観
の
み
か
ら
廃
棄
す
る
か
不
自
然
な
か
た
ち
で
未
来
に
遺
す
責
任
を
後
世
の
人
々
に
ど
う
説
明
す
る
の
か
、
ま
た
二
一
世
紀
初
頭
の
こ
の
状
況
を
過
去
の
時
空
間
に
生
き
た
人
々
は
ど
う
見
る
の
か
、
歴
史
を
学
ぶ
ひ
と
り
と
し
て
思
い
悩
む
と
こ
ろ
で
あ
る
。
法
政
史
学
第
五
十
八
号
註（１）「明治天皇紀編纂事業経過概略」正本（臨時帝室編修局編
「編修事業録』二）。
こ
の
ほ
か
本
稿
で
利
用
し
た
明
治
天
皇
紀
編
纂
事
業
に
関
す
る
基
本
文書は臨時帝室編修局編『明治天皇紀編修録」全三九冊。
両
者
共
に
歴
史
資
料
と
し
て
書
陵
部
に
て
公
開
。
（
２
）
｜
例
と
し
て
明
治
五
年
西
国
中
国
巡
幸
時
の
談
話
聴
取
を
採
録
し
た
『
明
治
五
年
西
国
中
国
御
巡
幸
附
遺
老
談
話
筆
記
添
」
が
あ
る
。
（
岩
壁
義
光
ほ
か
編
『
太
政
官
期
地
方
巡
幸
史
料
集
成
』
第
二
巻く柏書一房〉’’三五頁～二七五頁）
（
３
）
詳
し
く
は
岩
壁
義
光
・
梶
田
明
宏
「
昭
和
天
皇
御
幼
少
期
関
係
資
料
」
ｌ
「
徳
大
寺
実
則
日
記
」
と
「
木
戸
孝
正
日
記
」
ｌ
」
解
題
（「書陵部紀要』第五三号五一一一頁～五四頁）
（
４
）
臨
帝
本
『
山
田
伯
爵
家
文
書
』
は
日
本
大
学
大
学
史
編
纂
室
編
『
山
田
伯
爵
家
文
書
』
全
八
冊
と
し
て
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。
収
録
文
書など詳細については第八巻参照。
（
５
）
情
報
公
開
法
に
つ
い
て
は
総
務
省
行
政
管
理
局
『
詳
解
情
報
公
開
法」（財務省印刷局）
＊
本
稿
は
、
執
筆
者
個
人
の
見
解
に
の
み
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
記
し
て
お
く
。
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